
（１１）死亡前２週間以内に実施した医療処置の状況

※ 「介護老人保健施設における医療・介護に関する調査研究」報告書 平成１６年３月 医療経済研究機構
（ｎ＝５９９、調査時点・平成１５年１２月４日～平成１６年２月４日）
「療養病床における医療・介護に関する調査」報告書 平成１７年３月 医療経済研究機構

（医療療養ｎ＝３５３、介護療養ｎ＝２１２、調査時点・平成１７年２月２３日～平成１７年３月１８日）
を基に厚生労働省老健局老人保健課で作成。

※※ 各施設区分毎の調査対象施設に占める死亡前２週間以内に実施した医療処置の割合を算出

看取りの際に提供される医療サービスの中には、昇圧剤投与等、緊急的かつ高度な医療処置
等が必要となる場合もあると考えられる。
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① 療養病床から転換した老人保健施設においても、一定の頻度で看取りを行うことが考えられるが、昇
圧剤投与等、緊急的かつ高度な医療処置が必要となる。

② その場合、中間施設としての老人保健施設では、長期療養が必要な者を看取る体制になっていないこ
とから、必要な看取りができるよう体制を整備する必要がある。

（１２）看取りの際に必要となる付加的医療サービス

酸素投与（75.2％）

中心静脈栄養（9.6％）

心臓マッサージ（18.9％）

医師の確認や指示変更等
看護職員よる観察等

喀痰吸引（69.2%）

経管栄養（23.3％）

レントゲン撮影（51.4％）
採血（51.0％）

膀胱カテーテル類（43.2％)

（※）出典：医療経済研究機構「療養病床における医療・
介護に関する調査」平成１７年３月（療養病床における全
死亡症例における2週間以内に実施した処置）

点滴（73.5％）

昇圧剤投与（13.4％）

＜死亡前２週間以内に＜死亡前２週間以内に

実施された医療処置等＞実施された医療処置等＞

老人保健施設で行われることが
少ないと考えられる緊急的かつ
高度な処置

必要となる医療処置を転換した老
人保健施設で提供できない場合、
急性期病院への転院等が行われ
る可能性がある。
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